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1．．．．はじめにはじめにはじめにはじめに 

 近年，一人暮らしの高齢者が増加し[1]，いかにしてその

安否を確認するかが課題となっている．それに伴い様々なサ

ービスが登場してきているが，多くの高齢者に対応するため，

より多様化させていくことが必要である． 

 そこで本研究では，薬ケースに設置したマーカーの可読性

をカメラで監視することで服薬状況を認識し，薬を服用して

いるかを基に高齢者を見守るシステムを構築する． 

2．．．．マーカーの可読性を用いたマーカーの可読性を用いたマーカーの可読性を用いたマーカーの可読性を用いた服薬状況認識服薬状況認識服薬状況認識服薬状況認識    

2．．．．1    マーカーの可読性とはマーカーの可読性とはマーカーの可読性とはマーカーの可読性とは    

 マーカーの可読性とは，マーカ

ーの読み取れる度合いのことであ

る．図１（左）は読み取り可能だ

が，図１（右）は物体で隠れてい

るため読み取ることができない． 

2．．．．2    服薬状況認識への利用服薬状況認識への利用服薬状況認識への利用服薬状況認識への利用    

薬ケースの各マス目に，そ

れぞれ異なるマーカーを貼付

する（図２）．その可読性を判

別することで，ケース内の薬

の有無を認識する．この方法

を用いれば，高齢者の安否確

認だけでなく，服用ミスの検

知なども行うことが可能である． 

3．．．．高齢者高齢者高齢者高齢者見守りシステムの構築見守りシステムの構築見守りシステムの構築見守りシステムの構築    

3．．．．1    システムのシステムのシステムのシステムの構成構成構成構成 

 本システムの構

成を図３に示す．マ

ーカー貼付薬ケー

スの状態をWebカメ

ラで監視する．マー

カーが読み取れる

ようになると，服用

情報（位置・時刻な

ど）をサーバに送信

する．その服用情報は，サーバ内の DB に即座に反映される．

高齢者及び家族は，専用の Android アプリを用いて服薬状況

DB の内容を参照することが可能である．また，外出時には薬

ケースを持ち歩くと考えられるため，高齢者用アプリからは

手動で服用情報を送信することもできる．DB には服用時刻も

保存されており，服用時刻になるとメールで高齢者に薬を飲

むよう促す．それから一定時間過ぎても薬を飲まなかった場

合，非常事態かもしれないことを家族へメールで通知する． 

3．．．．2    Android アプリアプリアプリアプリ UI のののの設計設計設計設計 

（Ａ）高齢者用アプリ：（Ａ）高齢者用アプリ：（Ａ）高齢者用アプリ：（Ａ）高齢者用アプリ：高齢者用のアプリでは，自身の薬ケ

ースの状況を確認できる（図４）．マス目をタップすると，

いつ飲むべき薬かなどの情報が表示される．ロングタップす

ると，手動更新することができる． 

（Ｂ）家族用アプリ：（Ｂ）家族用アプリ：（Ｂ）家族用アプリ：（Ｂ）家族用アプリ：家族用のアプリでは，高齢者の当日及

び当月の服薬状況を確認できる（図５）．当日分は服用時刻

も併せて表示される． 

 

 

 

 

 

 

3．．．．3    システムの処理の流れシステムの処理の流れシステムの処理の流れシステムの処理の流れ 

 ケース内に

ある薬が服用

されてから各

Android アプ

リに通知され

るまでの流れ

を図６に示す．

適切な位置の

マーカーが認

識されると，サーバに服用情報が送信される．情報を受け取

ったサーバはDBを更新し，各アプリに最新情報を送信する． 

4．．．．マーカーマーカーマーカーマーカー認識精度実験認識精度実験認識精度実験認識精度実験    

4．．．．1    実験内容実験内容実験内容実験内容 

 薬の色や形状が，どの程度認識精度に影響するかを調べる．

薬ケースの各マス目に無造作に薬を入れた時マーカーが読

み取れなくなるか，また取り出した時読み取れるようになる

かを確認する．薬の出し入れは，各マス目に対してそれぞれ

１０回，計１２０回行う．マーカーの一辺は１９mm である． 

4．．．．2    実験結果実験結果実験結果実験結果 

 表１に，マーカー認識精度実験の結果を示す．白い錠剤に

比べて，茶色いカプセルの方が認識精度が高かった．これは，

白は黒っぽい色よりも影の影響を受けやすいこと，錠剤の方

が小さいことが原因だと考えられる． 

 

 

 

 

 

 

5．．．．まとめまとめまとめまとめ    

 本研究では，マーカーの可読性が高齢者見守りへ利用可能

であることを示した．マーカーの数を増やせば，より大きな

薬ケースにも対応できる．今後は，薬のサイズや光の当たり

具合の影響をなくす方法を考えていく必要がある．  
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図２ マーカー貼付薬ケース 

図１ マーカーの可読性 

図４ 高齢者用アプリ画面 図５ 家族用アプリ画面 

図３ システムの構成 

図６ 処理の流れ 

表１ マーカー認識精度実験の結果 

あ い う え お か

入れた時 100 80 100 90 90 80

取り出した時 100 100 100 100 100 100

入れた時 90 100 100 100 90 100

取り出した時 100 100 90 100 100 100

白い錠剤

(直径8mm)

単位：％

茶色い

カプセル

(長さ20mm)

全体

95

97.5

マス目

薬 タイミング


